
　　

最近、話題となっている『おにぎらず』

暖かくなるこれからの季節は、行楽や運動会など外で食事の機会が増えてきます。
現在、アウトドアでも使える、簡単に作れて、食べやすい片手フードが話題になっ
ています。

作り方は
①ラップを広げて上に海苔を置き、ご飯(茶碗半分)を広げる。
②具を載せる。
具材は好きなもの（スパムと卵焼き、ツナマヨとレタス、他なんでも）

③ご飯(茶碗半分)を載せる。
④海苔が破れない程度に、きつめに海苔を包む。
⑤ラップで包んで、包丁で半分にカットする。

【ポイント】は、欲張らないことです。
ご飯で作るサンドウィッチをイメージして、一度試してみてはいかがでしょうか。。

平成27年3月18日に国土交通省は平成27年地価公示価格を発表しました。
全国の住宅地においては、緩やかな景気回復基調の中、下落率の縮小や上昇の継続が
見られました。
福島県においては、全用途平均変動率は2.4％(前年0.8％)で全都道府県で最大の上昇

率で、2年連続のプラスとなりました。
用途別の県平均変動率は、住宅地が2.9％(前年1.2％)、商業地は0.8％(前年△0.5％)、

工業地が1.7％(前年0.9％)のプラスになっております。
福島県全体の住宅需要が旺盛であり、特に浜通りにおいては東日本大震災と福島第一

原発事故の被災者の需要が重なり、地価上昇が顕著で、全国の住宅地変動率の上位10地

点のすべてをいわき市の標準地が占めました。

県内の標準地の平均価格は、住宅地が1㎡あたり30,900円(前年29,700円)、商業地が
1㎡あたり58,500円(前年57,200円)となりました。いわき市の標準地の平均価格は、住

宅地が1㎡あたり、37,100円、商業地が1㎡あたり57,200円となっております。

また、住宅地変動率で全国1位となったのは、泉もえぎ台で17.1％の上昇で、1㎡あたり

35,000円(前年29,900円)、いわき市内の住宅地の最高価格は平字作町で1㎡あたり
73,000円となりました。

短期間で地価が上昇したいわき市ですが、これからの動きを注目したいと思います。
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